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皆様、新年明けましておめでとうございます。
ソ連解体後、民主主義は世界に拡大し、リベラル・
デモクラシーに対抗し得るイデオロギーは長らく存
在しないと思われてきました。しかし、2008 年の
世界金融危機を機に経済における新自由主義の欠陥
が露呈。中国が台頭し、ロシア・中国の専制主義国
家と西側（G7）の民主主義国家が対立・反発を深
めるなか、グローバル・サウスが存在感を高めるな
ど、世界は多極化の時代を迎えています。また、最
近では、ロシアのウクライナ侵攻、イスラム組織ハ
マスとイスラエルの武力衝突、エネルギー価格・物
価の高騰等々と世界の政治・経済が大きく揺れてい
ます。地球温暖化や異常気象も気になるところです。
こうしたなかで迎えた 2024 年。干支は「甲辰（き
のえ・たつ）」です。1952 年生まれの私は、6度目
の干支を迎えました。一昨年 3月に現役を完全にリ
タイアし、現在は葵友会副会長、葵金融会副会長を
仰せつかっています。

人生 100 年時代ということが語られてから久しく
なります。現在のシニア世代は、昔に比べると格段
に若々しく元気です。私自身もおかげさまで至って
健康で、病院や薬等の世話にならずに済んでいます。
健康寿命をできる限り伸ばし、70 代をいかに生
きるかが 80 歳以降の晩年のあり方を大きく左右す
るポイントとなりそうです。「80 歳の壁」を超え「幸
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」になるには、「嫌なことを我慢せず、好きな
ことだけする」「食べたいものを食べる」「機械的に
血圧・血糖値はさげなくてよい」「転移しない癌は
切らなくてよい」等々と説く向きもあります。なか
には思わず膝を打ちたくなるようなヒントもあり、
まずは後期高齢者となる「75 歳の壁」を超えるこ
とを目標に精進し、葵友会活動などにこれまでの経
験を活かして参りたいと思います。
最後になりましたが、辰年は、十二支のなかでは
唯一の架空の生き物である龍が象徴とされます。昇
り龍のように、本年が勢いある一年となることを祈
念する次第です。

　「75 歳の壁」

　　　　　　　　　　　　　　　　　髙木　　伸（昭 50）
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